
RETRY_4.1 直径ｄ= 20 mm の軟鋼丸軸にＴ = 245 N･mのねじりモーメントが作用
するときに，生ずるせん断応力τを計算せよ。 
 
【解答】生ずるせん断応力τは 

 = 20 mm=2.0×10 ，Ｔ =245 N･m=2.5×105  N･mmを代入すると 

 
PPLI._4.1   直径d = 50 mm の丸軸の許容応力τａ=64.3 MPaとするとき、安全に負荷

ETRY_4.2  次の各場合にトルク Ｔ [N･m]を計算する。 

解答】 
PS を回転数 N=5600rpm で伝達する。                  
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できるねじりモーメントＴ N･mを計算せよ。 
【解答】 
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(1).H=260 PSを回転数 N=5600rpm で伝達する。 
(2).P=3 kWを回転数 N=100rpmで伝達する。 
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(1) H=260 

     
N

HT 807.97560
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  H=260 PS=2.6×102PS,N=5600rpm=5.6×103 rpmを代入する。 
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(2) P=3 kW を回転数 N=100rpm で伝達する。 
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P= 3 kW =3×103W, N = 100rpm=1.0×102を代入する。    
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PPLI._4.2  直径ｄ= 25.4 mm の軟鋼丸軸が N=6000 rpmで H [PS]を伝達する。 A

軟鋼の許容せん断応力τ=129MPaとするとき Hを計算せよ。 
【解答】トルク Tの式から Hは 
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と求まる。 

mm=2.54×10 ，τa=130MPa=1.3×102 ，N=6000rpm=6×103を代入する。 ｄ = 25.4 
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